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午後２時５８分　開会
議長　　本日は、お忙しい中、御出席いただきまして大変ありがとうございます。
　私たち農家としまして、ここでとにかく燃料が今、非常に上がっていて、これから春の作付とかで肥料、また、マッチとかビニール類が非常に高くなっていまして、大変な時期になっています。
　それに輪をかけて、今、ロシアとウクライナの侵攻ということで、より一層重油というか、燃料が上がっていくんじゃないかという感じで、非常に心配な時期でございますが、少しやはり辛抱していかなくちゃいけないのかなと思っております。
　あと、何点か報告があります。
　２月１８日にウドの品評会がございまして、農業委員会としまして表彰状をお渡ししました。コロナの関係で、当日私も出席することなく、表彰状をお渡ししておきました。
　あと、後ほど事務報告でもあると思いますが、３月７日に顕彰事業表彰授与式を市長室で、市長にお願いしまして表彰状を渡していただくことになりましたので、御報告をさせていただきます。
　それでは、ただいまより令和４年第２回立川市農業委員会総会を開催いたします。
　立川市農業委員会会議規則第６条の規定を満たす数の委員に御出席いただいておりますので、本総会は成立しております。
　本日、総会に付議すべき項目は別紙のとおりでございます。御審議のほどよろしくお願いいたします。
　それでは、座らせていただきます。

議長　　初めに、議事録署名委員の指名でございます。今回は２番の金子委員、３番の粕谷委員にお願いをしたいと思います。
　それでは、報告事項、（１）事務報告、（２）農地法第４条第１項第８号の規定による届出が３件、（３）農地法第５条第１項第７号の規定による届出が７件。一括して事務局より報告をお願いいたします。
局長　　それでは、初めに事務報告から申し上げます。お手元に事務報告、縦長Ａ４の資料を御覧ください。
　まず、２月１５日（火）、本総会に向けました現地調査を行い、本日、２５日（金）、農業委員会の総会を迎えました。終了後に全員協議会を開催いたします。
　明日以降の予定でございます。
　今、鈴木会長のほうからも御紹介がありましたけれども、３月７日（月）、立川市役所にて令和３年度顕彰事業の表彰状の授与式を開催いたします。本来であれば別のステージでお祝いするところでありましたけれども、今回、残念ながらかないませんでしたので、市長から表彰状をお渡しさせていただく予定でございます。
　続きまして、３月１７日（木）、東京都農業会議第１３０回の通常総会の開催が、中野サンプラザを会場としまして予定をされております。
　委員会としましては、３月１５日（火）、総会に向けた現地調査、２５日（金）、令和４年第３回の総会、終了後には全員協議会の開催を予定しております。なお、３月につきましては、農業委員会総会の開催が通常の午後３時ではなく、午後２時からと通常よりも１時間早くなっておりますので、御承知おきいただければと思います。
　事務報告は以上でございます。
　続きまして、農地法に基づく届出に関する報告でございます。お手元の横長ホッチキス留めの資料を御覧ください。
　報告事項（２）農地法第４条第１項第８号の規定による届出３件についてを御報告いたします。
　申請人の氏名、住所、職業につきましては記載のとおりでございます。
　まず１件目。農地の所在は砂川町６丁目の１筆。地目は、登記簿上が畑、現況は雑種地。面積は５９㎡。転用目的は駐車場用地でございます。
　２件目。農地の所在は砂川町６丁目の１筆。地目は、登記簿上が畑、現況は宅地。面積は１３１㎡。転用目的は住宅用地でございます。
　３件目。農地の所在は柴崎町１丁目の２筆。地目は、登記簿上が畑、現況は宅地。面積は合わせまして７２７㎡。転用目的は住宅用地でございます。
　おのおの周辺略図を御参照ください。
　続きまして、報告事項（３）農地法第５条第１項第７号の規定によります届出７件について御報告をいたします。
　譲渡人・譲受人の氏名、住所、職業につきましては記載のとおりでございます。
　１件目。農地の所在は幸町２丁目の２筆。地目は、登記簿上が畑、現況は１筆が公衆用道路、１筆が宅地でございます。面積は合わせまして３７８㎡。転用目的は住宅用地でございます。
　２件目。農地の所在は砂川町４丁目の１筆。地目は、登記簿上が畑、現況も畑。面積は１，８３３㎡。転用目的は住宅用地でございます。
　３件目。農地の所在は西砂町１丁目の２筆。地目は、登記簿上が畑、現況も畑。面積は合わせまして７１２㎡。転用目的は住宅用地でございます。
　４件目。農地の所在は砂川町６丁目の１筆。地目は、登記簿上が畑、現況は宅地。面積は１４８㎡。転用目的は住宅用地でございます。
　５件目。農地の所在は羽衣町３丁目の２筆。地目は、登記簿上が畑、現況は公衆用道路。面積は合わせまして１２７㎡。転用目的は住宅用地でございます。
　６件目。農地の所在は一番町４丁目の２筆。地目は、登記簿上が畑、現況も畑。面積は合わせまして１，１６２㎡。転用目的は駐車場用地でございます。
　７件目。農地の所在は西砂町５丁目の１筆。地目は、登記簿上が畑、現況も畑。面積は１，２００㎡。転用目的は住宅用地でございます。
　おのおの周辺略図を御参照ください。
　報告は以上でございます。
議長　　ありがとうございました。
　ただいま報告のありました件について、何か質問などがありましたらお願いしたいと思います。ありませんか。
　　　……質疑なしの声
議長　　それでは、御質問がないようでありましたら、報告事項はこれで終了をいたします。
　次に、議案第１号、都市農地貸借円滑化法の規定による事業計画審査・決定について、１件を議題に呈します。
　それでは、事務局より説明をお願いいたします。
次長　　それでは、議案第１号について説明いたします。
　２月１５日、借受人立会いの下、会長、嶋田貞芳委員、島田加美委員、鈴木和昌委員、横幕委員、事務局で現地調査を行うとともに、申請者の地区委員には農機具の所有状況などを御確認いただいております。
　貸借としましては、貸付人所有の生産緑地を、隣接する借受人ほか１名へ５年間の使用貸借権を設定するものとなってございます。
　なお、今回２件の事業計画につきましては、農地所有者が同一人であり、対象農地が一団であり、農道をはじめとして共用部分があることなどから、借受農地を明確に分けることができないため、計画には便宜上に筆単位で記載してございます。案件としても一体として審査をお願いすることとなります。
　それでは、貸借の事業認定の要件につきまして改めて御説明いたします。
　要件①、全部効率利用要件です。申請人、申請人の世帯が所有されている農地における営農状況におきまして、全体にわたり効率的に利用されている上、それぞれの申請人は中心となって耕作等に従事をされていることから、要件を満たすものと考えられます。
　要件②、農作業常時従事要件です。申請者の従事日数ですが、年間３００日を超えておりますので、要件を満たしているものと考えます。
　要件③、地域との調和要件です。農薬散布などに際しては、近隣への配慮の取組を行っていくとのことですので、地域において問題が生じることはないものと考えられます。
　また、貸借円滑化法における新たな要件であります、都市農地の有する機能の発揮に特に資する耕作の事業につきましては、複数の基準のうちより、１つ満たす必要がございます。本計画では、生産物の５割以上を市内等で販売とされていることから、要件に該当するものと考えられます。
　以上のことから、申請内容は、都市農地貸借円滑化法第４条に規定する事業計画として決定できないものではないと考えてございます。
　議案第１号については以上でございます。
議長　　ありがとうございました。
　議案第１号について、確認を担当された委員から補足説明をお願いしたいと思います。
　補足説明を嶋田貞芳委員、島田加美委員、鈴木和昌委員、横幕委員、金子委員と私で行います。
　それでは初めに、嶋田貞芳委員、お願いいたします。
６番　　先日、現地調査と、本人のほうとお話をさせていただきました。
　今、事務局のほうから報告があったとおり、私の受け持つところの方がいらっしゃるんですけれども、その方について、ちょっと補足説明というか、させていただきたいと思います。
　今もブロッコリー、キャベツ、ネギ等をすごく熱心にやられている方です。販売先については、近隣のスーパーマーケットやＪＡの直売所、立川市の学校給食、市場等に出荷をされているということですので、要件的には全然問題ないと思います。
　それと、ここに申請されている農機具の件ですけれども、トラクター２台は確認をできておりますし、特段問題になることはないと思います。
　以上です。
議長　　ありがとうございました。
　続きまして、島田加美委員、お願いします。
１６番　今、嶋田委員のほうから言われました、それが本当によくやられている方ですので、特別問題はないかと思います。
　以上です。
議長　　ありがとうございました。
　続きまして、鈴木和昌委員、お願いします。
１７番　借受人のお二方なんですが、それぞれ従来より多くの農地を所有しており、さらにこれだけ広大な農地を借りて生産をするということです。意欲もありますので、問題はないと思われます。
　以上です。
議長　　ありがとうございました。
　続きまして、金子委員、お願いします。
２番　　私の担当している方も、この中にはいらっしゃいますけれども、本当に、若いとは言えませんけれども、かなり一生懸命やりまして、ほぼ１０年、１５年以上、農業をやっていまして、この間おやじさんが亡くなったんですけれども、それで、どうなるのかなと思ったら、畑もきれいだし、かなりの量をやっています。
　これに書いてあるとおり、ウドが主力でやっていますので、仕事上は問題はないと思いますし、トラクター、農機具に関しても確認させてもらったところ、ちゃんとしていますので、別に問題ないと思います。頑張ってやっていますので、よろしくお願いします。
議長　　ありがとうございました。
　続きまして、横幕委員、お願いします。
１１番　今、皆さんおっしゃったとおりで、何も補足することはないのですが、広い農場をお二方で共有するということで、それぞれが違う作物を作るというお話をされていました。なおかつ、年が変わるごとに入れ替えるということで、連作の被害を避けるという配慮もしているということです。
議長　　ありがとうございました。
　それでは、私のほうから報告させていただきます。
　現地の畑のほうも、まず確認をさせていただいて、非常に現地の畑も草のない、きれいな畑で、日の当たりのいい畑でございます。そこのところをお２人で借りるという形になっております。
　農機具については地元の農業委員さんのほうで、もう全て確認はしております。
　また、こちらのお２人の従事日数、特に３５０日も、ほとんど休みもなく仕事しているという具合に、こちらの方は非常に働き者の方なので、何の問題もない２人だと思われます。
　以上でございます。
　それでは、ただいま説明がありました件について何か質問がありましたら、お願いしたいと思います。ありませんか。
　　　……質疑なしの声
議長　　それでは、質問がないと認め、申請人に計画内容等の確認を行いたいと思います。申請人を呼んできてください。
　　　〔申請人　着席〕
議長　　先日はお忙しい中、どうもありがとうございました。また、本日はお忙しい中、お越しいただきましてありがとうございます。
　都市農地貸借円滑化法の規定により、事業の内容などについて御説明をお願いしたく、本日総会に御出席をお願いいたしました。御理解の上、御協力をお願いしたいと思います。
　それでは、まず、私のほうからお伺いします。
　この法律は、生産緑地の貸借制度の整備を目的として施行されたもので、申請人の事業計画を農業委員会が審査・決定し、市長が認定することで貸借が成立するものになります。
　そこで、まず、今回借り受ける農地について、想定されている作付などお考え、また、利用法がどのようなものかを教えていただきたいと思います。
　それでは、申請人の方から、お２人ですが、お答えいただきたいと思います。
申請人　よろしくお願いいたします。
　作付の予定としましては、今回２人で共同ということで、お借りする農地もかなり広かったので、私が主にキャベツやブロッコリー、アブラナ科中心に、ほかに一部トウモロコシ等を作って、１年、春と秋でおよそ半分を耕作する予定で、もう半分をウドの根株を作るのにやっていくという形で、それを毎年、交代交代でやっていけば、特にウドの根っこのほうは連作が利かないので、長く使えるのではないかということで、２人で計画しております。
申請人　よろしくお願いします。
　先ほど言われたとおり、ウドはなかなか連作が難しいということで、あれだけ広い畑を一度に使ってしまうと、翌年、二、三年でもう返すようになってしまうので、２人で使うことによって連作の防止ということで、有効に利用できると考えて申請しました。
議長　　ありがとうございました。
　また、この法律では、農地法の貸借の要件に加えて、新たに都市農地に有する機能の発揮に資する耕作の事業を行っていただくことが要件に加えられております。今回の計画では、生産物のおおむね５割以上を立川市や近隣で販売されるとのことですが、その具体的な販路を教えていただきたいと思います。
申請人　私のほうで、主に野菜は、今、現状では近所、一番近くにあるヤオコーさんというスーパーと、みのーれ立川と、新宿の淀橋市場への市場出荷が、ほぼほぼという形です。中でも、やはりスーパー、ヤオコーさんと、みのーれ立川で、およそ７割から８割の出荷量になっていますので、それを引き続きという形なので、５割以上は近隣のほうで販売できると思います。
　以上です。
申請人　自分のほうの出荷先としましては、ウドに限らせて言いますと、一番多いのは、やっぱり庭先販売。宅配の注文が来ますので、庭先で注文を受けて後日発送という形ですね。あと、最近増えてきているのが、やはりみのーれ立川の注文や、学校給食の注文で販売が増えてきています。あと、その他につきましては、国立の多摩青果のほうに出荷させていただいています。
　そんな感じですので、間違いなく７割は超えているとは思います。
議長　　ありがとうございました。
　５割以上ということで販売されているということで、ありがとうございました。
　それでは、委員の皆さんで御質問などあったら、お願いしたいと思います。
２番　　では、質問をちょっとしますけれども、株の養成ということなんだけれども、これは根株の養成なのか。それとも軟化用の養成なのか。どっちを主力に取るんですかね。
申請人　現在考えているのは両方考えていますが、やはり群馬の委託先が年々厳しくなっていますので、出荷分をできるだけ多く作れたら、栽培できたらなと考えています。
２番　　軟化用のウド、出荷用のウドということだよね。多分、新しい畑だから二、三年はできると思うから。出荷用でも。本当に、多分ウドも連作すると、やっぱり固まってきちゃうかなって。軟化用にちょっと向かなくなるのかなという形の懸念もありますので、２人でうまく交互に使っていただいて。全部一遍にやらなくても、３分の１ずつやっていって、うまくやってくれればいいのかなと思いますので、頑張ってください。
議長　　ありがとうございました。
　そのほか御質問ありますか。よろしいですか。
　　　……質疑なしの声
議長　　それでは、皆さんから質問がないようなので、これで終了させていただきますが、これだけの面積を借りて、また、自分の畑もたくさんある中で、とにかく体には十分気をつけて農業に励んでいっていただきたいと思いますので、また今後とも、よろしくお願いしたいと思います。
　本日はありがとうございました。これで終わります。
　　　〔申請人　退席〕
議長　　それでは、採決に移ります。
　議案第１号、都市農地貸借円滑化法の規定による事業計画審査・決定について、要件を満たすものとして決定することに賛成の委員は挙手をお願いいたします。
　　　……全員挙手
議長　　ありがとうございました。全員挙手と認め、決定することにいたします。
　続きまして、議案第２号、相続税納税猶予に関する適格者証明書について、１件を議題に呈します。
　事務局より説明をお願いいたします。
次長　　それでは、議案第２号について御説明いたします。
　農地相続人の住所、氏名につきましては記載のとおりでございます。
　現地調査を２月１５日、申請者立会いの下、会長、内野委員、清水茂男委員、横幕委員、事務局で行いました。
　特例適用申請農地は砂川町３丁目の１筆になります。略図１を御覧ください。略図１は見影橋公園の南東に位置する農地で、複数種の植木が植え付けられておりました。境界も確認でき、肥培管理も良好でした。
　議案第２号については以上でございます。
議長　　ありがとうございました。
　それでは、議案第２号について、確認を担当された委員から補足説明をお願いいたします。
　補足説明を内野委員、清水茂男委員、横幕委員、私の順でお願いします。
　では初めに、内野委員、お願いします。
８番　　この方の農地なんですけれども、一応、境界石も確認できましたし、肥培管理のほうも、植木のほうもきちんと剪定されていまして、その剪定枝とかも山積みもされていませんでした。草もなく、とても良好だと思います。
　植木のほうは委託生産ということで、親戚の方に植木屋さんがいて、そちらのほうで販売とかをしてもらっているらしいです。
　以上です。
議長　　ありがとうございました。
　続きまして、清水茂男委員、お願いします。
１４番　こちらの畑ですが、畑には樫の木やハナミズキ等が植えられておりました。肥培管理も良好で、境界石も確認できましたので、特段問題はないと思います。
　以上です。
議長　　ありがとうございました。
　続きまして、横幕委員、お願いします。
１１番　同じく、適切に管理されていて問題はないと思います。
議長　　ありがとうございました。
　それでは、私のほうから報告いたします。
　今、各委員の皆さんから報告がありましたように、この方は植木を委託というような形で管理をして、あとは掘って売っていただくと。そういうような形でやっております。なので、結構生産も、掘った穴も結構あったので、非常に販売のほうも順調にしているような形でおります。
　境界についても全て確認しましたので、こちらについては問題ないかと思います。
　以上でございます。
　ただいま説明がありました件について、何か質問がありましたらお願いいたします。
　　　……質疑なしの声
議長　　ないようなので、証明書の発行を前提として申請人に意思確認を行いたいと思います。
　申請人を呼んできてください。
　　　〔申請人　着席〕
議長　　こんにちは。先日は、どうもありがとうございました。
　申請人の方には相続税猶予制度について十分御理解いただいていると思いますが、本総会におきまして改めて意思確認をさせていただきますので、御協力をお願いいたします。
　農業委員会としましては、猶予制度が正しく運用されなければ、制度そのものが維持されず、立川農業の発展はおろか、農地の存続すらできなくなってしまうと考えております。
　そこで、農業経営に対する申請人のお考えをお尋ねいたします。
　初めに農業経営部会長、次に土地利用部会長の順に質問をいたしますので、よろしくお願いしたいと思います。
　それでは、鈴木農業経営部会長、お願いいたします。
１７番　大変お忙しい中、お越しいただきまして、ありがとうございます。
　制度のあらまし、そして確認事項をお話しさせていただきますので、よろしくお願いします。
　相続税の納税猶予制度は、東京など首都圏で農業経営を継続していく上で、なくてはならない制度であると同時に、ほかの業種にはない特別な制度であります。この制度を申請された農地は生涯にわたり農業経営を行う義務があります。この長い期間、様々な理由により、申請者自身で耕作することが困難になることも考えられますが、そのような場合でも農業経営は継続していかなければなりません。仮に申請者自身の健康状態が悪くなったときには、家族の協力がなければ農業経営の継続が難しくなることが予想されます。
　そこで、２点確認させていただきます。
　１点目。申請者自ら生涯にわたって農業経営を継続していく意思をお持ちでしょうか。
　２点目。後継者の育成や申請者以外の農業補助者、御家族の方の協力、支援等を受けられるのでしょうか。
　以上２点についてお答えをお願いいたします。
申請人　初めまして。
　まず、１問目ですが、私が母から引き継いだ農地について、今後とも適切な肥培管理を行い、耕作を続け、生涯にわたって農業経営を継続いたします。
　次に、２問目になりますが、息子がおりまして、今は会社員で会社勤めですが、休日等に農業の手伝いをやってくれています。今後、後継者として育成してまいりますので、今後とも農業経営は継続していくつもりです。あと、家族も当然協力して、適切な農業経営の継続に助けとなりますので、問題なかろうという具合に考えております。
　以上でございますが、よろしいでしょうか。
１７番　ありがとうございました。
　お体には十分留意されて農業経営を行っていただきたいと思います。ありがとうございました。
議長　　ありがとうございました。
　続きまして、粕谷土地利用部会長、お願いいたします。
３番　　本日は、農業委員会にお越しいただき、ありがとうございます。
　先ほどの質問と内容的には重複するようかもしれませんが、確認させていただきます。
　相続税の納税猶予制度は農業だけに適用される特別な措置です。各市町村の農業委員会は、この制度が存続されるよう様々な努力をしていますが、申請者や家族の方が農地の肥培管理を適切に行わなければ、この制度を維持することはできなくなります。適用申請農地は原則として申請者自身で耕作を行う必要がありますが、都市農地貸借円滑化法の施行により、貸すことができるようになりました。ただし、貸している間に相続が発生し、買取申出を行う場合には、貸している者の農業経営への一定の関与が必要で、貸借の事業計画に関与する内容を具体的に記載する必要があります。万一、許可なく相対での貸し借りを行うと猶予が取り消され、猶予されていた税額に利子税を加えて納付することになりますので、十分御注意ください。
　そこでお尋ねします。
　特例適用申請農地について申請者御自身がどのように関わっていくか、お聞かせください。
申請人　これからも家族の協力の下、農業経営を継続してまいります。ただ、もし万が一、私や家族が不慮の事故とか病気であるとか、そういうことにより障害を持ってしまう、重い障害が残る、そういう理由等で農業経営の継続が困難になった場合には、まずは農業委員の皆様方に御相談させていただくと。これを第一に考えております。ということで、よろしくお願いいたします。
３番　　ありがとうございました。
　納税猶予制度は、単に相続税の軽減を目的とするものではなくて、農業経営の安定、農業の継続を図ることを目的として猶予されるものです。ただいま申請農地の肥培管理や、生涯耕作を適切に行うことを約束していただきました。これからもよろしくお願いいたします。体には十分気をつけてください。
議長　　ありがとうございました。
　それでは、委員の皆さんで御質問がありましたら、お願いしたいと思います。
　　　……質疑なしの声
議長　　質問がないようなので、私から申請人の方にお願いしたいと思います。
　ただいま両部会長から、いろいろ御質問にお答えいただきまして、ありがとうございました。相続税猶予制度というのは国の制度でございます。３年に１回、税務署のほうから用紙が送られてきます。その用紙を報告することになります。そして、その前に農業委員会が現地調査を３年に１回行いますので、そのときにはまた立会いをお願いしたいと思いますし、また、管理のほうも、しっかりして管理していただきたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。
　ただいま両部会長からいろいろ質問がありました内容が、この封筒の中に書いてありますので、お帰りになりましたら御家族にも見ていただいて、納税猶予制度というものがどういうものかということで御理解いただきたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。
　これで終わりたいと思います。今日は本当にお忙しい中、ありがとうございました。
　　　〔申請人　退席〕
議長　　それでは、採決に移ります。
　議案第２号、相続税納税猶予に関する適格者証明書について、証明することに賛成の委員は挙手をお願いいたします。
　　　……全員挙手
議長　　ありがとうございました。全員挙手と認め、証明することに決します。
　次に、議案第３号、引き続き農業経営を行っている旨の証明について、９件を議題に呈します。
　事務局より説明をお願いします。
次長　　それでは、議案第３号について御説明いたします。
　現地調査を２月１５日、申請者、申請者代理人、会長、小峰委員、田中委員、内野委員、島田加美委員、粕谷委員、横幕委員、事務局で行いましたので、調査結果を御報告いたします。
　議案第３号の１、特例農地は若葉町１丁目の２筆となります。略図１を御覧ください。略図１は、五日市街道と府中道に囲まれた農地で、シャクナゲなど東京都の委託苗木をはじめ、複数種の植木が植え付けられておりました。境界も確認でき、肥培管理は良好でした。
　続いて、議案第３号の２、特例農地は若葉町３丁目の２筆となります。略図２を御覧ください。略図２は、五日市街道に面する自宅の北、第九中学校の西側に接して位置する農地で、ホウレンソウやネギ、キャベツなどが作付されておりました。特例農地上に電柱などの設置が散見されたため、移設や撤去等を検討されるよう依頼してございます。また、一部伸びぎみの植木の剪定につきましても依頼いたしました。
　続いて、議案第３号の３と４。議案第３号の３と４につきましては、同一人の一次・二次相続に係る案件となりますので、併せて御報告いたします。
　特例農地は幸町１丁目の１筆、３丁目の１筆となります。略図３を御覧ください。略図３は、砂川九番交差点の西、五日市街道とすずかけ通りの間に位置する農地で、ネギなどが植え付けられておりました。特例適用の対象外となっております農地北側の農業用倉庫に接するように、コンクリート基礎によるカーポート状の農機具収納スペースが増築されておりました。撤去されるよう依頼してございます。略図４を御覧ください。略図４は、ＪＡ東京みどり本店の西側に位置する農地で、複数種の植木が植え付けられておりました。どちらの農地も肥培管理は良好でした。
　続いて、議案第３号の５、特例農地は栄町５丁目の５筆となります。略図５を御覧ください。略図５は、弁天通りに面する自宅の西側に隣接する農地で、ダイコンやタマネギなどが植え付けられるとともに、今後の作付に向け耕うん、整地されておりました。全体として肥培管理は大変良好でした。
　続いて、議案第３号の６、特例農地は砂川町５丁目の３筆となります。略図６を御覧ください。略図６は、中央南北線北詰に面する自宅の北側に位置する農地となります。一部植え付けられておりましたキウイが伸びぎみとなっておりましたので、剪定されるよう依頼いたしました。また、北側の細くなっている特例農地部分に電柱が設置されておりましたので、移設などを検討されるよう、こちらにつきましても依頼してございます。
　続いて、議案第３号の７、特例農地は砂川町２丁目の１筆となります。略図７を御覧ください。略図７は、砂川三番交差点の南、五日市街道と大山道に囲まれた農地で、ネギやダイコンなどが植え付けられておりました。境界も確認でき、肥培管理は良好でした。
　続いて、議案第３号の８、特例農地は一番町１丁目の２筆となります。略図８を御覧ください。略図８は、国営公園北通りと多摩大橋通りの交差点に隣接する農地で、全体にハナミズキが植え付けられておりました。肥培管理は良好でした。
　続いて、議案第３号の９、特例農地は砂川町６丁目の４筆となります。略図９を御覧ください。略図９は、五日市街道に面する自宅の北側に隣接する農地で、栗やビワのほか、東京都の委託苗木などが植え付けられておりました。また、多種の野菜も植え付けられており、広大な農地ですが、肥培管理は良好でした。
　議案第３号は以上でございます。
議長　　ありがとうございました。
　議案第３号について、確認を担当された委員から補足説明をお願いいたします。
　補足説明を、１番、２番を横幕委員と私です。３番から５番を小峰委員と横幕委員、６番を田中委員と横幕委員、７番を島田加美委員と横幕委員、８番を内野委員と横幕委員、９番を粕谷委員と横幕委員の順でお願いしたいと思います。
　それでは、まず１番、２番、続けて横幕委員、よろしくお願いします。
１１番　１番については、特に問題になるところはないと思いました。
　２番のところでは、中学校のすぐそばですので、印象に残っているんですけれども、１件、事務局からの指摘もあったように、木が茂り過ぎているので剪定を指導されたことと、それから、電柱がありましたので、それの移動か撤去かの指導があったところです。
　２番までは以上です。
議長　　ありがとうございました。
　それでは、私のほうから報告させていただきます。
　まず、１番ですね。１番の方は、今、報告がありましたように、非常に管理もきれいにされていまして、東京都の委託苗木なども植え付けられていて、境界も確認しましたので、何の問題もないと思われます。
　あと、２番ですね。２番の方は、事務局から報告がありましたように、境界からちょっと内側に電柱が入っているように見えたんですね。もし入っているようだったら撤去してくれと。そういうお願いをしました。
　あと、もう１点は、２番の方は特例農地ですので、特例農地には直売所を建ててはいけないということが決まりになっております。その中で、野菜の直売所みたいな建物が建っていたんですね。それを撤去してくださいということをお願いしました。できれば、結構お客さんが定着しているようなので、移動式みたいなやつは問題はないので、その辺ちょっと工夫してやっていただきたいということで、お願いをしておきました。
　あとは、少しまだ植木のほうも植わっていましたので、その辺、ちょっと剪定がきれいにしていなかったので、さらに剪定をしていただいて、あとは本当にきれいに野菜を作られていて、問題はないかと思います。
　以上です。
　それでは、続きまして、３番から５番ですね。小峰委員、あと横幕委員、お願いします。
４番　　最初に３番の方なんですが、事務局のほうより報告があったとおり、自宅の前の物置に隣接してカーポートを使った物置があったんですが、撤去するようにと指導しまして、その後、撤去するということを確認しました。あと、境界も確認できました。
　４番なんですが、植木の生産をしている農地で、一部、境界が確認できなかったんですが、後日確認しました。管理は良好でした。
　以上です。
議長　　ありがとうございました。
　続きまして、横幕委員、お願いします。
１１番　３番ですが、境界がなかなか確認できなかったのが、カーポートでちょっと隠れていたということもあったんですけれども、そのカーポートが非常に頑丈に作られているので、あれだけの施設を作るのであれば、作る前に何らかの相談がなかったのかなという思いがいたしました。
４番　　５番の方なんですが、野菜の生産をしている方で、市場出荷をしていまして、常日頃から大変きれいな畑で、出荷物は市場出荷ということで、特に問題がありませんでした。
議長　　ありがとうございました。
　続きまして、６番ですね。田中委員、お願いします。
１０番　この方は、会社に勤めておりまして、休日を利用して田畑を耕作しております。また、この畑は国有地に囲まれていて、変形な畑になっておるんですけれども、先ほど言いましたとおり、キウイフルーツが若干伸びているということで注意いたしまして、また、一番北側のほうに、細長いところに電気の引込線の支柱が１本立っておりました。それを撤去するようお願いしましたところ、早速、東京電力のほうに電話したということでありました。
　以上です。
議長　　ありがとうございました。
　続きまして、横幕委員、お願いします。
１１番　同じく、この図面の細長いところの先頭のところに電柱があったんですけれども、それについては適切な指導がされたように思います。
議長　　ありがとうございました。
　続きまして、７番を内野委員、よろしくお願いします。
８番　　この方なんですけれども、一応、農地のほうは申請者と申請者の弟さん、２人で農作業はされております。できた野菜は自家消費ということで、境界石も確認できましたし、肥培管理のほうなんですけれども、申請者の農地のちょうど下のところは自分が借りている農地なので、１年を通して目につくんですけれども、１年を通してきちんと管理されていて、特に問題ないと思います。
議長　　ありがとうございました。
　続きまして、横幕委員、お願いします。
１１番　７番については、今、委員さんがあったように、特に問題はないと思います。
議長　　ありがとうございました。
　続きまして、８番ですね。島田加美委員、お願いします。
１６番　この方は小金井の方です。畑にはハナミズキが植えてあり、よく管理はされております。境界石のほうも全て確認できました。
　以上です。
議長　　ありがとうございました。
　続きまして、横幕委員、お願いします。
１１番　８番については特に問題はありません。
議長　　ありがとうございました。
　続きまして、９番を粕谷委員、お願いします。
３番　　この方は、見てのとおり広大な農地を非常に熱心に耕作されている方で、かなりの面積を東京都の委託苗木が植えてありました。サツキ、あとツツジ。そのほかにブルーベリーなど、かなり私もやっているので、草取りの大変きれいな状態で管理されていました。そのほかに、あいているところに冬野菜が植えてあったり、あと、手前の南側のほうになりますが、タマネギ等も植えてありました。
　あと、この方は熱心にサツマイモの苗床ですか。昔ながらの落ち葉を使った苗床を作っておられまして、それも準備が整って置いてありました。境界等も確認できて問題ないと思います。
　以上です。
議長　　ありがとうございました。
　続きまして、横幕委員、お願いします。
１１番　私も、さつま床という、もう砂川ではここ１軒しか作っているところがないという苗床を見せていただきまして、大変感動しました。
議長　　ありがとうございました。
　ただいま説明がありました件について、何か質問がありましたらお願いしたいと思います。
２番　　すみません、２番目のやつなんですけれども、畑に電柱があるということなんですけれども、この電柱はどういう電柱なんですか。畑に対して使用している電柱なのか、もとからあるのか。道路上の……。
議長　　この方のは、畑の周りが九中なんですね。隣が。その周りの市有道路に面しての外灯ですね。要は。外灯と、あと、その近くの電線ですよね。
２番　　だから、市有道路にあるならば畑に電柱を立てる。普通、行政で。
議長　　普通は立てないわけですよね。
２番　　そこのところはどうなっているのか。畑なのか。行政でそこを立てたのが。外灯だとなると、市有道路で学校がある外灯で撤去しろと言っても、ちょっと周りは困るんじゃないかなという……。
係長　　通常ですと、特例適用農地内の、特例適用農地上には、農業に関係のあるもの以外のものは設置はできないという形になっておりますので、照明等についても農業等に使用しているものでないと、その部分については対象にはならないというところがございます。
２番　　だから、その場合、個人撤去でするのか。公共の場所で立てているんだから市のほうで撤去するのか。どっちかでしょう。個人に撤去させるんですか。自分のところで電柱を立てた場合は、まずいから撤去しますけれども、公共的なものの外灯が立っている、立てさせてあげたのに、今度それが駄目だからって自分で撤去しなさいというのは、ちょっと何だか納得できないんだけれども。
係長　　御自身でということでは決してありませんで、東京電力ということであれば、当然東京電力のほうでの対応という形になろうかと思います。
２番　　学校の市有道路って東京電力が立てるの。
係長　　はい。ですので、電柱自体は東京電力のものだと思います。そこに外灯等を設置するということであれば、そこの外灯等をつけさせてもらうような形になるかと思いますので、電柱自体の所有は東京電力になろうかと思います。ですので、特例適用農地外に設置ができるのであれば、そちらのほうに移設をしていただく形が一番望ましいかと思います。
１７番　ちょっといいですか。
議長　　お願いします。
１７番　私の担当の地区でも、先月電柱の件があったんですけれども、その方は東電にお電話したところ、返答がありまして、立川市内には、そういった形の電柱がたくさんあるそうなんです。何本とかは、数字は出なかったらしいんですけれども、それを一遍に移設するのは難しいので、農業委員会のほうと相談をしたいと東電の担当者は言ったそうなんです。
　以上です。
１５番　多分ですけれども、東電さんとか、土地利用の話なので多少は分かるんですけれども、多分、農地を普通の農地だと考えていて、東電さんが、道路幅が狭いと、道路の交通の支障になるので畑に立てさせてくださいみたいなことを、地主さんにお願いするケースがあるんですよ。多分ですが、当事者の方も、特定の生産農地になった。で、農地の中にそういうものを建てちゃいけないということを多分知らないで、いいですよというようなプロセスがあったのかもしれません。
　だから、逆に言うと、この辺の特定生産緑地をこれからずっとやっていく方に、農業委員会としてアナウンスをしていくという。特に東電のこととか何か。電柱というのは、またよく動かすケースも結構あって、例えば二項道路があったりすると動かすケースが結構多いんですね。だから道路幅を広げなきゃいけないとか何か。だから、そういうときにアナウンスをしておくのが必要かもしれませんね。
２番　　反対はしているわけじゃないんだけれども、ちょっとここのところは……。
議長　　ただ、この２番の方は、私も境界石から、はっきり確認は、図面を見たわけじゃないので。入っているように見えたんですね。なので、これは確認をして、入っているようだったら、それは東電と相談して、撤去できるものは撤去してくれというお願いをしたので、正確な図面を見たわけではないので、ちょうど石との境界がぎりぎりでしたので、あまりはっきりしたことは言えないんですけれども。
２番　　だから、結局、結論から言えば、そこは東電と相談して、東電の順番によって動かすということで、オーケーするしかないのかなということで。分かりました。
議長　　電柱というのは不動産所得になりますから、要は、お金をもらっているんですね。１本当たり。なので、農地で不動産所得になってしまうので、不動産所得は農地ではいけないわけですよね。ですから、看板も当然いけないし、あと、携帯会社の中継のアンテナとかも立っているところがあるんですね。こう見て。そういうところは結構皆さん、猶予を外したりしているんです。実際は。
　なので、不動産所得ということなので、それは今度、そういったことを何かアナウンスをするというのは、広報を通じてでも必要になってくるのではないかと思いますので、この辺もまた事務局としまして、広報も、特に広報を出していますからね。そういうところにちょっと載せていただくと、いいかもしれないですね。
２番　　アナウンスというより、東電に先に言っておいたほうが、いいんじゃないですか。
１５番　そうそう。
議長　　そうか。
２番　　農地に立てる場合には許可を取ってくれとかね。
１５番　道路に立てるとなると道路を占用するわけで、その手続が、時間がかかったりするときがあるんですね。所轄の警察協議や何か、大きいものになると警察協議なんかになるんですけれども。だから、そういう手続を、厄介なのは東電さんはよく知っているので、そういう話なんじゃないのかなというふうに、お話を伺っていて思いました。
　確かに会長がおっしゃったように、お金が入るんですね。数千円の話なんですけれども。年間数千円のお金が入ったりするので、そういうことも、まあ、私がアナウンスと言ったのは、例えば、ここで相続の納税猶予を受ける方に、その注意事項はちょっと言っておくとか、そういうことも有効かなというふうに思いました。
議長　　分かりました。
　あと、そのほか御質問ありますでしょうか。
　　　……質疑なしの声
議長　　そのほか質問がないと認め、採決に移りたいと思います。
　議案第３号、引き続き農業経営を行っている旨の証明について、証明することに賛成の委員は挙手をお願いいたします。
　　　……全員挙手
議長　　ありがとうございました。全員挙手と認め、証明することに決します。
　次に、議案第４号、生産緑地に係る農業の主たる従事者について、２件を議題に呈します。
　事務局より説明をお願いいたします。
次長　　生産緑地に係る農業の主たる従事者の証明につきまして御報告いたします。
　議案第４号の１、土地の表示は砂川町５丁目の１筆となります。面積は１，００６㎡、申出事由は故障でございます。この方は、要介護状態となられ、生産緑地法施行規則第５条の規定に該当するとして故障認定を受けられております。
　続いて、議案第４号の２、土地の表示は西砂町５丁目の３筆、６丁目の２筆となります。面積は合わせまして７，３２１㎡、申出事由は死亡でございます。証明内容は、生産緑地法第１０条の規定に基づく農業の主たる従事者となっております。
　議案第４号は以上でございます。
議長　　ありがとうございました。
　議案第４号について、調査を担当された委員から補足説明をお願いいたします。補足説明、１番を清水茂男委員、２番を粕谷委員の順にお願いします。
　では、１番を清水茂男委員、お願いします。
１４番　この方は長男家族と生活してきましたが、認知症という症状が出てきまして、令和３年６月より介護施設に入所中。現在は要介護２の状態です。ですので、この方自身は、以前は畑のほうはできていたんですけれども、このような状況ですので、本人は今、畑はできない状況です。
　また、長男夫婦は食材、野菜などを店や保育園などに卸す小売業を営んでおり、この仕事が忙しくて、どうしても畑のほうの耕作はできる状態ではない。そのような状態ですが、父親がそういった施設に入った後は、年に５回ぐらいは草退治、除草剤等をまいているというようなことは聞きました。
　このような状況のために、農業経営を行っていくことは困難と思われます。
　以上です。
議長　　ありがとうございました。
　続きまして、２番を粕谷委員、お願いします。
３番　　この方は、亡くなられた方は、申請者である方が自宅でずっと介護というか、面倒を見ていた方で、あと、兄弟の協力を得て面倒を見ていました。
　この出された農地については、皆さん、特定生産緑地のときに農地パトロールの対象になった農地なので、よく御存じだとは思うんですが、あの後、度々訪問したりして、一応本人も手を入れていきまして、５丁目のほうの２つの畑に関しましては、機械などが置いてあったのも、まだ全部とは言わないんですが、片づけ始めておりました。
　あと、もう１つ、６丁目のほうの自宅裏の畑なんですが、ここは特に竹が目立って、皆さんから指摘された部分がありましたが、これにつきましては一応切って、まだ切ったものが全部片づいてはいないんですけれども、かなりのところを片づけてありました。一応、特定生産緑地への移行を目指して手を入れて頑張っている途中で、持ち主の方が亡くなられたということで、今回申請になったと思います。
　完全に問題がないというわけにはいかないとは思うんですが、最初のところから比べると、かなり熱心に手を入れて片づけてきたということで、多少問題はありますが、何とか認定のほうはできるのではないかと思って報告いたします。
　以上です。
議長　　ありがとうございました。
　ただいまの説明がありました件に、何か質問がありましたらお願いしたいと思います。ありませんか。
　それでは、私のほうから。この２番の件なんですけれども、そうしましたら、自宅の前のところが、かなり竹がひどかったですね。では、もうそれもかなり切ってあるということで……。
３番　　竹自体は切ってあって、その切った竹がまだ少し残っているという状況ではありますが、竹はきれいに切ってありました。
議長　　それと、あと、家の前のところの植木のほうも……。
３番　　そうですね。多少手は入っているんですけれども、手を入れてやっている途中で今回の申請という形になったということで、都市計画のほうにも一応、特定生産緑地のほうは止まっているというお話を事務局から聞きました。
　今回、ほとんどの農地を全部解除ということになってしまいますので、その辺は、いろいろ事情があったのかなとは察するところではあります。
　以上です。
議長　　ありがとうございました。
　そのほか、質問はございますか。
　　　……質疑なしの声
議長　　それでは、質問はないと認め、採決に移ります。
　議案第４号、生産緑地に係る農業の主たる従事者について、証明することに賛成の委員は挙手をお願いします。
　　　……全員挙手
議長　　ありがとうございました。全員挙手と認め、証明することに決します。
　続きまして、その他で事務局で何かありますでしょうか。
次長　　お手元に資料はございませんが、市街化調整区域の農地転用許可につきまして相談案件がございます。
　市街化調整区域の農地転用につきましては、都道府県知事の許可を受けてとなりますが、原則は不許可でございます。例外的に、社会福祉法人や医療法人等がその業務に供する場合で、必要性等を判断された上で許可される場合があるということになります。
　今回相談がありましたのは、社会福祉法人が現在運営している施設に接する農地を駐車場用地として転用、取得したいとの申出でございます。申請があった場合、農業委員会としまして意見を付し、東京都へ進達することとなります。
　今後、議案として総会にお諮りさせていただく可能性がございますので、事前に御報告をさせていただいた次第です。
　以上でございます。
議長　　ありがとうございました。
　ただいま説明がありました件について、何か御質問があったらお願いしたいと思います。よろしいでしょうか。
　　　……質疑なしの声
議長　　こちらは、リサイクルセンターの南側に社会福祉法人の建物、施設があります。そこの施設が駐車場とか、そういうことで農地を転用したいということで、地元の農業委員さんとも一度、見させてもらいました。今後もしかしたら、この総会の中でも審議することがある可能性があるということだと思います。
　では、よろしいでしょうか。
　そのほかはございますか。
次長　　そのほかはございません。大丈夫です。
局長　　大丈夫です。
議長　　それでは、ないようであれば、本日の審議予定はこれで終了でございます。
　次回の農業委員会は、３月２５日金曜日、２時からです。間違えないで２時、３０２会議室にお願いしたいと思います。
　以上でございます。
午後４時１１分　閉会
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